
簡易認知機能評価法

あたまの健康チェック ®

脳ドック、宿泊ドック、VIP向けドック等で
受診者から高いご評価をいただいています

元気な頃から

定期チェック

職能問わず運用効率向上

中年層受診者の満足度UP

脳ドック施設での採用多数

全 国 の 運 用 事 例 か ら 最 適 な ア ド バ イ ス を 提 案
民 間 最 古 参 ： 安 心 と 充 実 の ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 体 制

60歳以上の資格者、特殊技能者向けの職域健診でも採用実績多数



脳検査は器質的 ・機能的の両側面で評価
健域から状態変化の定量観察を実現

認知機能の定期チェックは
もの忘れの訴えの無い中年期から

安心と充実のスタートアップ支援体制

メディア向け
リリース配信

ご 契 約 後 に は 、 説 明 会 ・ 勉 強 会 の 開 催 は も ち ろ ん の こ と
以 下 の よ う に 様 々 な 支 援 体 制 を 無 償 で 提 供 い た し ま す

サイネージ・ウェブ用
コンテンツ

受診者向け
広報チラシ

予防指導箋

• 若年層から対応、予防対象の健常群における経時的・定量的な評価に最適
中年期、健常な頃からの状態把握が予防意欲の創出、維持に寄与

• 職能問わず高精度評価： 人口統計額客観評価
だれでも実施可能なため今後の資格職の働き方改革にも寄与

• 高い評価と実績： 全国健診での採用多数
全国の脳ドックやVIP向けドックメニューの標準検査項目に
国内外アカデミアからも評価が高く、専門医との連携事例多数

• 業界最大手PHR基盤と連携
今後拡大するPHRを活用したペーパーレス運用

• 社会実装、地域連携実績No.１
健診領域では民間最古参の認知機能検査として2006年から全国の健診施設や
健診事業で広くご活用いただいており、地域医療との連携実績が豊富な検査です

受 診 者 の 声

• 認知機能チェックには興味がある

• 認知症かどうかを診る検査は受けたくない

• 脳検査の結果はいつも「所見なし」で味気なさ過ぎる

• あたまの健康チェック 受検者の90%が再検査を希望



どんな内容の検査ですか？

今 、受診者ニーズの焦点は認知機能の
正常域における高精度な経時観察へ

日本脳ドック学会 認定施設様からの声
✓ 「 セルフチェック式検査法 」 では 、検査環境保全が難しく 、 アウトカム信頼性に欠け

受診者フォローや地域連携課題が解消できず 、検査目的を達成できなかったが

「あたまの健康チェック ® 」 は 、全国運用 ・連携事例も多く 、前述の課題懸念がない

✓ 検者の職能不問なため 、スタッフ配置やスケジューリングが

大幅に柔軟になり運用効率が向上 、専門職の働き方改革にも寄与

✓ 1 0分で検査運用の全プロセスとデータ管理が完了でき非常に便利

✓ 従前の 「認知症の有無確認 」検査という立ち位置とは異なり

健域から機能状態の経年変化を定量的に確認できる点は

受診者ニーズに合っている

✓ いわゆる従前の 「認知症検査 」ではないので受診拒否がない

✓ V S R A Dとの併用が推奨されている

✓ 対話式で行う近似記憶テスト（ADAS-COG Memory）

✓ １０の単語を記憶し思い出す

✓ 同じ作業を数回繰り返し行います

✓ 性別、年齢、学習経験年数を自動ウエイトし統計評価

※ 従来の認知症の有無を確認 す る 検 査 と は 異 な り ま す
※ 中 年 期 、 健 常 域 が 受 け ら れ る 初 め て の 安 定 ス ケ ー ル
※ 反復検査 に よ る 学 習効果 、 天 井 効 果 の懸念無 し

対面・リモート： 様々な運用に対応



簡 易 認 知 機 能 評 価 法

あたまの健康チェック ®

監修： 伊賀瀬 道也 (いがせ みちや） 先生

ADAS-Cogの記憶課題を基に開発された認知機能検査であり、検者の職能や知識、経験を問うことなく 安定して

認知機能評価を行える統計アルゴリズム技術が採用されたこれまでに100万件を超える被験実績のある検査です。

検者の知識や経験に左右されることのない、高いinter-rater、test-retest reliabilityを持ち従来の認知機能検

査が不得手であった若年層や健域の認知機能状態を0-100の定量スケールを用いて経時観察でき大変有用です。

認知機能評価の実施は、同学会ガイドラインでは必須項目となり今後、中年期からの認知機能定期チェックに

よる予防促進の普及が予見されます。 脳ドックにおける定期認知機能検査による経時変化評価は、これまで認知機能

検査を受ける機会のなかった中高年の受診者層が初めて自身の機能状態把握し、認知機能低下予防に対する強い動機

付けの機会となります。 MMSEやHDS-R等、従来の認知機能検査は保険適用となりました。今後、認知機能低下の予

防を視野に入れた脳ドックにおける認知機能検査法として、本スケールの積極的な検討が勧められます。

愛媛大学大学院医学系研究科 抗加齢医学講座 教授
愛媛大学医学部付属病院 抗加齢・予防医療センター センター長
日本脳ドック学会 会員

セン トケア ・ グループ <東証 2 3 7 4 >

株 式 会 社 ミ レ ニ ア

105-0021 東京都港区東新橋2-5-14 4F

ご状況に合わせ電話やメール、オンラインのリモート会議でもご対応いたします

0 3 - 5 4 0 8 - 7 7 7 0

info@millennia-corporation.jp

業界最古参の安定指標で運用効率の最大化を
安 心 の ス タ ー ト ア ッ プ 支 援 も お ま か せ く だ さ い

【簡単】 電子記名はこちら

担当者より詳細をご案内申しあげます

簡
単

お
問
合
せ

米国ADNI研究における
新たな評価指標技術に選ばれました
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